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イベント終了後に記念撮影 ２日目に出店のかふわ珈琲さん １日目に出店の神楽珈琲さん

産直コーナーにて 駐車場スタッフの皆さん ソルゴー迷路にチャレンジ

迷路内のクイズ サポート受けながら掘り進める参加者

あ
り
、
水
分
を
多
く
含
ん
だ
土
で

か
な
り
重
た
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
レ
ン
コ

ン
を
掘
り
出
す
の
に
か
な
り
苦
労

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

    

ま
た
、
今
回
は
、
レ
ン
コ
ン
畑

の
隣
の
休
耕
田
を
利
用
し
て
、
ソ

ル
ゴ
ー
（
緑
肥
用
植
物
）
迷
路
を

製
作
、
路
の
途
中
に
立
て
て
あ
る

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
移
動
販

売
の
珈
琲
屋
さ
ん
が
会
場
内
に
臨

時
出
店
し
、
来
場
者
に
淹
れ
た
て

コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
す
る
な
ど
、
レ

ン
コ
ン
収
穫
体
験
会
を
盛
り
上
げ

る
新
た
な
試
み
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
２
日
間
と
も
満
員
御
礼
で
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
ほ
と
ん
ど
が

満
足
し
て
帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
朝
早
く
か
ら
準
備
・

運
営
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
際
し
、
ご
理
解
・
ご
協

親子でいっぱい掘りました

11
月
４
、
23
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
レ
ン
コ
ン
収
穫
体
験
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
初
日
の

４
日
に
つ
い
て
は
、
前
々
日
ま
で

の
激
し
い
雨
に
よ
り
、
畑
内
は
、

ぬ
か
る
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
数

レ
ン
コ
ン
イ
ベ
ン
ト

進

化

中

（文
責
）　

原
田　

浩
明

力
頂
い
た
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各々が掘ったレンコンを持って記念撮影

長いレンコンを折らないよう慎重に

降
、
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
減
っ

て
い
る
中
、
数
少
な
い
交
流
の
場
と

し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
今
後
も
続

け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

10
月
27
日
、
恒
例
の
三
秋
住
民
及

び
そ
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
レ
ン

コ
ン
掘
り
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
方

に
参
加
し
て
頂
き
た
く
、
イ
ベ
ン
ト

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
「
み
あ
き
レ
ン
コ

ン
大
収
穫
祭
」
に
変
更
し
て
、
チ
ラ

シ
や
口
コ
ミ
で
周
知
。
昨
年
よ
り
多

く
の
方
が
集
ま
っ
て
頂
き
、
レ
ン
コ

ン
を
掘
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以 レンコン掘りを楽しむ皆さん

（文
責
）　

原
田　

浩
明

み
あ
き
レ
ン
コ
ン
大
収
穫
祭

編　集    後    記
本紙「地域新聞みあき」は、今回で24号を迎えること
が出来ました。これも偏に、大字三秋をはじめとする
地域の皆さま、読者の皆さま、そして、当新聞のメンバー
スタッフの皆さんからの温かいご支援・ご協力の賜物
と感謝申し上げます。次号25号では、より皆さんに見
てもらいやすいよう、紙面のデザインを一新してみよ
うと思っておりますので、どうぞご期待ください。

第23号の当選者は神奈川県横浜市の大藤さんです。おめ
でとうございます。

※参考文献　『い~よぐるっと88』　伊予市観光協会

①くり
中山栗は、日本三大栗の 1 つで、品質も良いとされていま

す。特に、「銀寄」は大変美味しい品種です。江戸時代には、三代
将軍家光にも献上されています。
②びわ

1902 年唐川地区に導入され、今では「唐川びわ」のブランド
名で、全国的にも有名になりました。また、びわ葉茶は「愛」あ
るブランドに認定されています。
③キウイフルーツ

温州みかんの過剰対策として、昭和 50 年に南山崎地区で栽
培されたのが始まり。歴史は浅いけれど短期間で全国有数の
産地となりました。

解説

                                         花　　　果実
①　くり　　　　　　（　Ｃ　）（　ア　）
②　びわ　　　　　　（　Ｂ　）（　イ　）
③　キウイフルーツ　（　Ａ　）（　ウ　）

答え

第23号のクイズの答えと解説

選で１名の方に図書カード５００円分をプレゼントいたし
ます。
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2025年5月7日（水）必着
当選発表　本紙第25号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管
理し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外
の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　
Ａ（　　　　　）
Ｂ（　　　　　）
Ｃ（　　　　　）
②住 所③氏 名④年 令⑤本 紙 の 感 想
（どの記事が良かったか）などを明
記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公
式HPの応募フォーム（左記のQRコ
ードからアクセス）のいずれかにて
ご応募ください。正解者の中から抽

応 募 方 法

Q.それぞれの実が、どの樹木名か組み合わせてください。
樹木名は、次の中から選んでください。

まんりょう・なんてん・しなひいらぎ・くろがねもち

CBA

12月、ある家庭の庭先に、赤い実のなっている樹木を見つ
けました。寒い冬を、鮮やかな赤い実が庭を彩ってくれて
います。

読者プレゼントコーナー 
～赤い実のなる樹木に関するクイズ～

紹介して頂ける家族
（ペット） 大募集！自薦
他薦問いません。 公式
Instagram の DMか メ
ールにてご連絡下さ
い。

性別 男の子 年齢 ２歳

猫種 マンチカン（短足）

性格・
特徴等

家族の反対を押し切り、娘が向かい入れ、
今では我が家のアイドルです。マンチカン
立ちしてくれ、家族を見守ってくれます。

「寅男」くん

𠮷 岡 満 さ ん の 「 寅 男 」 く んNo.15

うちの家族を紹介します （文責・𠮷岡　満）

てきた私にとって、三秋というと、やはり野菜を思い浮かべます。レ
ンコン、きゅうりはもちろんのこと、カボチャを愛大生が加工したり、
ほたる祭りのゲームの景品が見事な野菜セットであったり、今まで見
て感じて思う三秋の野菜は素晴らしい。産直市場で手に取った野菜の
出荷情報に、三秋の地名があるとふふふと嬉しくなります。
今回紹介する本は、様々な人とそのお弁当が紹介されています。職業
も含めてその人の魅力が出ており、それらをさらに倍増させるのがお
弁当のエピソードです。もし私がこの本の取材を受けるならば、ぜひ
とも、三秋の野菜で作ったおかずを入れて、胸を張って三秋エピソー
ドを紹介したい。私の夢のひとつです。

昨年のレンコン堀りイベントの前日、カ
レー作りの手伝いをさせてもらいまし
た。あらかた終わっていたようで、少量
のレンコンを向いたり、切ったりと、申
し訳ないくらいの作業でしたが、今回も
イベントに関わらせてもらい、心から感
謝しています。
　そして、イベントは当日だけではな
く、企画から始まる準備や後片付け・振
り返りも含まれるのだと思うと、イベン
トの継続はすごいことだと、改めて感じ
ます。あたたかい気持ちになる三秋地区
のイベントに、ぜひ今後も参加させて下
さい。
　さて、三秋とのお付き合いも長くなっ

阿部了（写真）阿部直美（文）木楽舎
『 お べ ん と う の 時 間 』
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



11
月
９
日
に
折
戸
組
で
、
11
月

19
日
に
下
三
秋
組
で
そ
れ
ぞ
れ
亥

の
子
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
折
戸
組

は
ワ
ラ
を
棒
状
に
束
ね
た
も
の
を

各
自
が
も
っ
て
地
面
を
叩
く
「
ワ

ラ
棒
ス
タ
イ
ル
」、
下
三
秋
組
は
、

丸
い
石
に
繋
い
だ
縄
を
引
き
、
石

を
上
下
さ
せ
て
地
面
に
打
ち
付
け

る
「
亥
の
子
石
ス
タ
イ
ル
」
で
す
。

　

年
々
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い

る
中
で
、
こ
う
し
た
伝
統
行
事
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
下
三
秋
の
よ
う
な

「
亥
の
子
石
ス
タ
イ
ル
」
の
場
合

は
、
縄
を
引
く
人
数
が
最
低
で
も

４
人
必
要
な
た
め
、
今
後
も
継
続

し
て
い
け
る
か
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。

下三秋組の亥の子

折戸組の亥の子

お
亥
の
子
さ
～
ん

（文
責
）　

原
田　

浩
明 カワラヒワの群れ

カワラヒワ

　

冬
に
な
る
と
、
農
耕
地
や
電
線

に
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
集
団
を
見
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
十
羽
の
群
れ

で
ス
ズ
メ
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

姿
も
大
き
さ
も
よ
く
似
て
い
て
「
緑

色
の
ス
ズ
メ
」
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
で
す
。

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
集
団

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

飛
ん
で
い
る
と
、
羽
の
風
切
り

の
一
部
に
黄
色
い
斑
紋
が
目
立
つ

の
で
区
別
で
き
ま
す
。

　

前
号
で
軒
丸
瓦
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
軒
先
瓦
の
う
ち
軒

平
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て
み
ま
し
た
。

　

三
秋
地
区
で
は
、
唐
草
紋
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
縦
連
子
の
文
様

も
確
認
で
き
ま
し
た
。
唐
草
紋
も
、

中
心
飾
り
が
三
弁
花
で
あ
っ
た
り

半
菊
花
で
あ
っ
た
り
橘
紋
や
蔦
紋

で
あ
っ
た
り
様
々
で
す
。
外
側
の

唐
草
の
文
様
が
違
っ
て
い
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
瓦
葺
き
は
、
屋
根
自
体
の
重

量
が
重
く
な
る
の
で
、
最
近
の
住

宅
で
は
見
な
く
な
り
ま
し
た
。
か

ろ
う
じ
て
寺
社
建
築
で
見
る
く
ら

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（文
責
）　

日
山　

貞
治

軒
先
瓦
（軒
丸
瓦
・軒
平
瓦
）

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
②

子どもたち全員で記念撮影神輿を回すかき手たち

大人神輿

神輿を回す子どもたち

子ども神輿

10
月
13
日
、
冴
え
渡
る
秋
空
の

下
、
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
神
輿
、
大
人
神
輿
そ
れ
ぞ

れ
が
地
区
内
に
繰
り
出
し
、
か
き

手
た
ち
が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
威
勢
の
良
い
か
け
声

を
響
か
せ
な
が
ら
、
各
家
々
を
回
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
神
輿
に
お

い
て
は
、
年
々
子
ど
も
の
数
が
減

り
、
か
き
手
が
減
っ
て
い
る
中
、

少
な
い
人
数
な
が
ら
も
、
一
生
懸

命
神
輿
を
担
ぎ
な
が
ら
練
り
歩
い

て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
人
神
輿
の
方
は
、
三

秋
以
外
の
３
地
区
の
か
き
手
も
一

緒
に
な
っ
て
、
協
力
し
な
が
ら
、

神
輿
を
迎
え
入
れ
る
予
定
の
家
々

を
三
秋
か
ら
順
番
に
各
地
区
回
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
神
輿
と
は

違
い
、
地
区
を
跨
い
で
広
範
囲
に

渡
っ
て
神
輿
を
担
ぐ
た
め
、
す
べ

て
の
地
区
を
回
り
終
え
た
頃
に

は
、
皆
さ
ん
ヘ
ト
ヘ
ト
に
。

秋

空

と

神

輿

（文
責
）　

原
田　

夏
子

　

神
輿
を
担
ぐ
姿
は
、
子
ど
も
神

輿
、
大
人
神
輿
と
も
に
、
こ
の
日

の
青
空
に
よ
く
映
え
て
い
ま
し

た
。

　

神
輿
を
担
ぐ
姿
は
、
子
ど
も
神

伊豫稲荷神社文化財調査報告書

　

令
和
五
年
（
２
０
２
３
）
八
月

に
発
行
さ
れ
た
、『
伊
豫
稲
荷
神
社

文
化
財
調
査
報
告
書
』
に
記
載
さ

れ
て
い
る
、
江
戸
時
代
に
お
け
る

三
秋
村
（
邑
）
の
人
物
像
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

三
秋
の
人
物
が
記
載
さ
れ
て
い
た

の
は
、
山
崎
稲
荷
神
社
資
料
（
一
）・

（
二
）、
御
神
位
記
（
第
二
巻
）・（
第

五
巻
）、
棟
札
、
瓦
製
狛
犬
（
本
殿

前
）
で
す
。

　

江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
二
年
（
１

６
６
２
）
の
六
右
衛
門
に
は
じ
ま

り
、
幕
末
の
文
久
二
年
（
１
８
６

江
戸
時
代
の
三
秋
村
の

人

物

像

（文
責
）　

日
山　

貞
治

２
）
ま
で
の
二
百
年
間
に
、
九
名
の

名
前
が
出
て
い
ま
す
。

年
号
と
人
物
名

○
寛
文
二
壬
寅
年
九
月
吉
日

（
１
６
６
２
）

　

三
秋
村　

六
右
衛
門

○
元
禄
十
五
壬
午
年
正
月
吉
祥
日

（
１
７
０
２
）

　

三
秋
村
庄
屋　

越
智
太
平
次

　
　
　
　
　

      （
越
知
嘉
平
次
）

○
享
保
六
辛
丑
年
九
月
十
八
日

（
１
７
２
１
）

　

三
秋
邑
庄
屋　

越
知
市
兵
衛

○
安
永
三
甲
午
年
七
月
六
日

（
１
７
７
４
）

　

三
秋
村
庄
屋　

越
知
喜
平
次

○
天
明
六
丙
午
年
八
月
廿
一
日

（
１
７
８
６
）

   

三
秋
村
庄
屋　

越
知
市
兵
衛

○
寛
政
十
二
庚
申
歳
十
二
月
七
日

（
１
８
０
０
）

   

三
秋
村
庄
屋　

得
能
六
郎
左
衛
門

○
享
和
二
年
（
１
８
０
２
）

   

三
秋
村
庄
屋　

得
能
六
郎
左
衛
門

○
文
政
十
丁
亥
年
卯
月
二
十
五
日

（
１
８
２
７
）

   

三
秋
村
庄
屋　

得
野
春
五
郎

○
文
政
十
一
年
戊
子
年
夏
四
月

　

二
十
一
日
（
１
８
２
８
）

   

三
秋
村
庄
屋　

得
野
春
五
郎

○
文
久
二
壬
戌
歳
九
月
吉
日

（
１
８
６
２
）

　
　

世
話
人　

元
蔵
・
松
造
・
金
蔵

　

寛
政
十
二
年（
１
８
０
０
）の『
豫

州
大
洲
領
御
替
地
古
今
集
』
で
は
、

市
兵
衛
・
越
智
喜
平
治
・
得
能
六
郎

左
衛
門
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

災害時の車中泊を想定した展示

負傷者の対応についての講習

こ
と
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
６
年
11
月
17
日
、
伊
予
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
体
育
館
に

て
、
令
和
６
年
度
伊
予
市
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
、
三
秋
地
区
の

代
表
と
し
て
、
区
長
を
は
じ
め
と

す
る
三
役
の
皆
さ
ん
と
も
に
、
訓

練
に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま

ず
は
じ
め
に
、
参
加
者
全
員
で
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
地
震
の
際
の

安
全
確
保
行
動
「
ま
ず
低
く
、
頭

を
守
り
、
動
か
な
い
」
を
身
に
つ

け
る
訓
練
）
を
行
っ
た
後
、
防
災

に
関
す
る
様
々
な
展
示
や
模
擬
訓

練
体
験
な
ど
の
各
ブ
ー
ス
を
回
り

な
が
ら
、
来
た
る
べ
き
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
備
え
て
、
防
災
意
識
を

高
め
る
と
同
時
に
、
発
災
時
に
自

分
が
と
る
べ
き
行
動
と
は
何
か
を

今
一
度
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確

率
が
高
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
災
害
が
起
き
る
前
に
で
き
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

備

え

て

（文
責
）　

原
田　

浩
明

セイタカアワダチソウ

　

休
耕
田
や
あ
ぜ
に
、
秋
に
な
る

と
壮
大
で
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
現
れ

ま
す
。
こ
の
花
に
は
蜜
が
あ
り
、

重
要
な
蜜
源
（
ハ
チ
ミ
ツ
）
に
も

な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
花
粉
症
や
気
管
支
喘

息
の
原
因
植
物
だ
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
大
型
の
帰
化

植
物
（
外
来
種
）
な
の
で
、
よ
い

印
象
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

昭
和
の
初
め
頃
に
は
、
黄
金
草

の
名
で
切
花
の
観
賞
用
と
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
野
生
化
し
、
い

た
る
所
に
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

短
期
間
に
全
面
を
覆
い
尽
く
す
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
が

発
す
る
他
の
植
物
の
生
育
を
阻
害

す
る
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
（
他
感
作
用
）

に
よ
り
、
数
年
で
衰
退
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

壮
大
な
黄
色
い
花

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

（文
責
）　

日
山　

貞
治

サルスベリ赤

サルスベリ白

コスモス赤と白 南天赤南天白

千日紅 赤い雲 白い雲

　

前
号
で
、
工
作
物
や
構
造
物
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
号

で
は
自
然
現
象
や
植
物
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
秋
で
見
つ
け
た
赤
と
白
は
、

昼
間
の
雲
と
夕
日
を
浴
び
た
雲
、

植
物
の
花
で
は
、
ベ
ゴ
ニ
ア
・
サ

ル
ス
ベ
リ
・
ハ
ナ
モ
モ
・
コ
ス
モ
ス
・

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
・
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
、

果
実
で
は
ナ
ン
テ
ン
・
マ
ン
リ
ョ

ウ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

三
秋
で
見
つ
け
た
赤
と
白

（
自
然
・
植
物
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治


